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高知県産サワガニにおける宮崎肺吸虫の寄生状況

坪井敬文鳥居本美行天淳一酒井雅博西田弘

(掲載決定：平成４年８月５日）

要約

1985年10月より1991年10月までの間に，高知県の宮崎肺吸虫の分布が既に知られている７町村を

除く，９市７郡35町村の63カ所において，本虫の第２中間宿主であるサワガニ2,304匹を採集し，肺

吸虫メタセルカリアの寄生の有無について人工胃液消化によって検査した。その結果，５１カ所で採

集した519匹のサヮガニからメタセルカリア2,068個を分離した。これらの一部を計測した後，実験

的終宿主であるラットに感染させ256隻の虫体を回収した。回収された成虫および亜成虫はその形

態学的諸特徴からすべて宮崎肺吸虫と同定された。ここに高知県の９市および35町村を宮崎肺吸虫

の新分布地として追加する。

Keywords:Parαgo"LmILsmbﾉαごαﾉlcii,geog7qp/zicaZdism6utio",freshwatercrab,
●

Geot比Lp肋Ｓａｄｅ/zαα"i，lungfluke

ホラアナミジンニナを調べ，その19個に短尾セルカリア

を見出すとともに，イタチから本虫の成虫を検出してい

る。次いで，橋口ら（1974,1981）および宮原（1991）

によって，分布地として前記の西土佐村のほか，安芸郡

安田町，芸西村，香美郡本山村，土佐郡土佐山村，吾川

郡伊野町，吾川村の計７町村が報告されている。しかし，
ホラアナミジンニナは上記の７町村以外にも県下に広く

分布していることが知られている。（橋口ら，1974)。
本研究は，高知県における宮崎肺吸虫の地理的分布を

明らかにして，地域住民の本症罹患を予防することを目

的として実施された。

緒言

高知県は以前から，肺吸虫症の流行地として有名な地

域であった。その病原体はウエステルマン肺吸虫（三倍

体）Pa7agonmzusLuestermani-triploidtypeと呼ば

れ，主な終宿主はヒトであり，感染源は主に第２中間宿

主のモクズガニE7jocM7japo"icusである。しかし

現在では肺吸虫症患者は減少し，またモクズガニは河川

改修や農薬の使用その他によって棲息地が狭められ，そ

の漁獲量は著しく減少している。その結果，モクズガニ

における肺吸虫三倍体型のメタセルカリア（以下Ｍｃと

略す）検出率は著しく減少している（宮原，1991)。

他方，肺吸虫症のもう１つの病原体である宮崎肺吸虫

Ｐａ７ａｇｏ几mzILsmiyaza肋は本来，イタチMusteZa

si6i7jca，テンMartesmeZampILs，イノシシSUs

sc7qﾉﾛﾙucomystα)cなどを終宿主としている。第２

中間宿主はサヮガニGeotMp伽sadehαα"j1種のみ

であり，また第１中間宿主は３種が知られ，四国地方で

は淡水産微小貝のホラアナミジンニナByt/zmeZJa

nlppomcaである（西田ら，1969)。さらに高知県にお

いて宮崎肺吸虫の人体寄生例が１例報告されている（常

松ら，1986)。

高知県において本虫の分布を最初に報告したのは坂本

ら（1977）である。彼らは，幡多郡西士佐村の黒尊川

(四万十川の－支流）流域において，サワガニ1,586匹を

調べ，その970匹に本虫Ｍｃを見出した。また1,069個の

材料および方法

調査期間は1985年10月から1991年１０月までの約６年間

である。

サワガニの採集地は高知県全域53市町村のうち，既知

の分布地７町村およびサワガニの棲息地である山地を欠

く赤岡，吉川の２町村を除く４４市町村の63カ所の山間渓

流である。採集したサワガニは2,304匹で，これらの詳

細な採集場所はＦｉｇ．１およびＴａｂｌｅｌに示した。

採集したサヮガニの,性別，甲幅を記録した後，人工胃

液消化法によって肺吸虫Ｍｃを分離した。Ｍｃ陽,性の５１

地点のうち44地点から得られたＭｃの一部を，各地点別

に生理的食塩水中にて観察と計測を行った後，実験的終

宿主であるラット（ウィスター系）の腹腔内に少量の生

理的食塩水と共に注入した。感染70～113日（平均78.2

日）後にラットを剖検し，虫体を回収した。
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得られた虫体は生理的食塩水中で数時間室温に静置後，

厚さ0.3mmになるように50-100％エチルアルコール中で

圧平，固定し，さらにカーミン染色を施し，分色，脱水，

透化封入後観察に供した。

成績

Ｍｃの寄生状況

成績はTable１，Ｆｉｇ．１に示した。９市７郡35町村

の63カ所から採集した2,304匹のサヮガニのうち，５１カ

所で採集した519匹（寄生率22.5％）から2,068個のＭｃ

を分離した。一般に高知県東部と中部ではＭｃが濃厚に

分布していたが，中西部の四万十川上流域を占める東津

野，大野見の２町村ではＭｃ陰性の採集地が比較的多かっ

た。県最西部即ち三原村〔採集地Ｎｏ．５６，５７〕土佐清

水市〔同63〕，大月町〔同58〕ではＭｃ陰｣性の採集地が

続いていた。

Ｍｃの形態

Ｍｃの大きさは平均45ｑＵｍ前後でほぼ球形であり，

比較的厚い内膜（2ｑｕｍ前後）を有していた（Table２)。

穿刺鰊は認められず，中央にはＩ字状の排泄嚢が観察さ

れた。
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Ｆｉｇ．1 Ａ)MapofShikokushowingthelocationwherethepresentsurveywascarrieｄｏｕｔ．

B）MapofKochiPrefectureshowingthelocalitieswherecrabs，Oeo/"e(p/ｍｓａｄＣ"αα"/,werecollected．

●：positiveforPZJmrgo"/、"Ｓｍetacercariaeinthepresentsurvey．

○：negativeinthepresentsurvey．

■：positiveintheprevioussurveys．
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Ｔａｂｌｅｌ Prevalenceofinfectionofcrabs,GeorhelIp〃Sade/zαα"ムwithmetacercaria(Ｍｃ)ofPZmJgo""､ｨs"71i〕′αZαﾊﾉﾉ
●

in9citiesand7countiesinKochiPrefecture

Ｎｏ．ｏｆｃｒａｂｓ AverageＮｏ．ｏｆ

Ｍｃｉｎａｐｏｓｉｔｉｖｅ

ｃｒａｂ（Ｍｉｎ－Ｍａｘ.）

LocalityＮｏ．＊

examinedinfected（0ﾜO）

[1］ Murotocity

Aki-gun

Toyo-cho

Kitagawa-mura

Nahari-cho

Tano-cho

Maji-mura

Ｄａｎ 4０ 1５（37.4） 3.7（1-27）

１
１
－
－
１

２
３
４
５
６

－
－
－
Ｉ
Ｉ

Takase

Hirose
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Tachioka

Sakamｏｔｏ

５
０
３
４
２

３
３
３
３
２

２（5.7）

１７(56.7）

１０(30.3）

1３（38.2）

１０(45.5）

2.0

1.8（1-4）

1.5.(1-4）

1.8（1-4）

1.5（1-4）

Ａｋｉｃｉｔｙ

Ｋａｍｉ－ｇｕｎ
Ｍｏｎｏｂｅ－ｍｕｒａ

Yasu-cho

Kagami-cho
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↑
↑

－
１
１
－
－
－
－

８
９
０
１
２
３
４

－
１
１
１
１
１
１

１
１
－
ｌ
ｌ

Nakatsuho
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Higashigawa
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８
０
３
４
３
１
３

２
３
２
３
２
５
４

９(32.1）

１（3.3）

１（4.3）
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９(39.1）

１６(31.4）

９(20.9）

1.8（1-4）

1.0

1.0

1.80-3）

1.8（1-4）

１．３０－３）

1.6（1-3）

Kahoku-cho

Noichi-cho

Tosayamada-cho

Nagaoka-gun

Ohtoyo-chｏ[15］

[16］

Ｋａｗａｇｕｃｈｉ

Ｔｓｕｒｕｂｅ

3９

３３

５（12.8）

1３（39.4）

1.4（1-3）

3.2（1-12）Nangokucity

Kochicity[17］

[18］

Kureno

Engyoji

4８

５１

７（14.6）

１２(23.5）

１．９０－３）

1.3（1-2）

Tosa-gun

Kagami-mura
Tosa-cho

Ohkawa-mura

Hongawa-mura

Agawa-gun

Gohoku-mura

lkegawa-cho
Haruno-cho

[19］

[20］

[21］

[22］

Ohno

Kawanaro

Hoden

lchinotani

０
６
０
１

５
２
３
３

1９（38.0）

1３（50.0）

１０(33.3）

２９(93.5）

4.3（1-12）

1.7（1-4）

2.1（1-6）

6.5（1-35）

[23］

[24］

[25］

Shimbechikami
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４
７
４
７

４
５
２
２

９(20.5）

２（3.5）

４（16.7）
0

2.1（1-6）

２．０（1-3）
1.0

[27］

[28]↑

Tosacity

Susakicity

Takaoka-gun
Hidaka-mura

Ochi-cho

Sakawa-cho

Niyodo-mura

Shakuzenji

Yokogawa

6５

４３

６（9.2）

１（2.3）

1.8（1-4）

1.0

Ｈｉｕｒａ

Ｋｕｒｏｓｅ

Ｆｕｒｕｈａｔａ

Ｍｏｒｉ

ｌｍｏｎｏ
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[２９］
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４
４
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１（1.6）
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１（３３）

０
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２．４０－７）

3.5（1-24）

1.0

1.0
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4.0

1.0

Hayama-mura
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1.0
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Hinokuchi

Karasudegawa

Miyako

Tsunoyamakaitaku

Taninouchi

Takano

Takenoyabu

Morigauchi

４
４
１
４
７
９
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２
５
２
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３
２
３
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０

０

０
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[42］Higashitsuno-mura
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[53]↑
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[56］
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[58］Ohtsuki-cho
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[60］Ｓｕｋｕｍｏｃｉｔｙ

[61]↑

２．３（1-9）

13.5（1-64）

2.0（1-4）5８

5.3（1-19）

3.90-15）

4.0（1-35）

5.5（1-17）

2.3（1-7）

1.3（1-3）

4.9（1-64）

lchinonogawa
Nakabuko

ltsuidani

Kuchiodo

Kogai
Nabetani
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Hirono

Shitagiri

Haruto

1６（36.4）

９(52.9）

４０(62.5）

12(60.0）

１０(50.0）

９(45.0）

2６（36.6）

０

０

０
４
７
４
０
０
０
１
３
６
０

４
２
６
２
２
２
７
２
４
５

2６（92.9） 7.9（1-31）2８Ｋｕｂｏｇａｗａ

2.1（1-5）

1.0

９(45.0）

１（2.4）

lnotani

Tsuzura

2０

４２

6.6（1-33）１６(57.1）

０

2８

２２

Tosashimizucity Iejigawa

Arinaga

[62］

[63］

519(22.5）2304Ｔｏｔａｌ

Nos・inparenthesesareindicatedinFig・L
Metacercariaeobtainedfromcrabscollectedattheselocationsare

morphologicalfeaturesoftheencystedlarvae．
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‐ identifiedasP．、j〕ﾉｑＺａｋﾉﾉｂａｓｅｄｏｎｔｈｅ

Table２ Measurements(ｉｎ/ｚｍ)ofencystedmetacercariae(Ｍｃ)ｏｆＰａｒｑｇｏ"ｌｍｍｓ'、〕ﾉＱＺａ肋obtainedfromcrabs
collectedat71ocalitiesinKochiPrefecture

Thicknessof

innercystwallＮｏ．ｏｆＭｃ

ｅｘａｍｉｎｅｄ

Ｄｉａｍｅｔｅｒｏｆｉｎｎｅｒｃｙｓｔｗａｌｌ

LocalityＮｏ．＊

Ｍｅａｎ（Range） MeaMRange）

［1］

［3］

[22］

[47］

[50］

[51］

[62］

Dan

Hirose

lchinotani

Takenoyabu
Nakabuko

Itsuidani

lejigawa

０
０
０
０
０
０
０

２
２
２
２
２
２
２

462×452(504-426×499-415）

446×433（474-422×460-393）

455×444(490-407×485-396）

436×422(467-394×440-384）

478×４７１（520-416×515-412）

455×446（550-390×542-383）

462×４５４（508-387×503-378）

２２(27-16）

1５（21-9）

１８(22-13）

1８（27-12）

1７（25-11）

2４（33-16）

2４（37-13）

Ｔｏｔａｌ 1４０ 456×446（550-387×542-378） ２０(33-9）

*：Nos，inparenthesesareindicatedinFi９．１．
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のほか地史的分布を示す生物には，コウヤマキ

SbiadopitysuerticiZZataおよびハスノハイチゴ

Ru6uspeZtatusが知られており，いずれも高知県に分

布している（倉田，１９６４；山崎，1990)。Bnippomca

の分布は中新世中一後期以降水没していない地域とよく

一致しているが（西田ら，1988)，他の２種の分布は鮮

新世（500万年前から300万年前まで）以降のそれと一致

しているとされている。そこで高知県の地史をみると，

大部分が中新世中一後期以降水没しておらず，この間に

水没した過去を持つ地域は太平洋沿岸の一部に限られて

いる（MinatoetaL，1956)。高知県における宮崎肺

吸虫の分布は，既に知られている７町村を含めると53市

町村中50市町村に及び，その分布様式は上記の仮説を裏

付けるにたるものと考えられる。また高知県における本

虫Ｍｃの分布を日本地質図（広川，1978）と比較したが，

地質と本虫Ｍｃの分布様式の間には一定の関連性は認め

られなかった。

以上のように，高知県における今回の調査では，広範

囲に宮崎肺吸虫の分布が確認された。また第２中間宿主

のサワガニは一部の地域では生きたまま食用として出荷

されている。しかし，その生食は厳に禁止しなければな

らない。なおイノシシの筋肉の生食も，発育途上の幼若

虫を摂取するおそれがあり（ShibaharaetaZ.，1992)，

感染源となるので注意する必要がある。
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ラットへの感染実験

Ｍｃ陽性の51地点のうち44地点から得られたＭｃの一

部を，各地点別にラットの腹腔内に注入した。Ｍｃ接種

後剖検までの日数は70-113（平均782）日，剖検時体

重は255-700（平均4567）９，ラット１匹あたりのＭｃ

投与数は１－５１（平均12.7）個，回収された虫体数は１－

２２（平均6.0）隻で，このうち成虫にまで発育したもの

は０－１１（平均2.3）隻であった。

虫体の寄生部位は肺臓が最も多く（81.3％)，ついで

肝臓（9.4％)，胸腔（6.2％）腹腔（3.1％）の順であっ

た。

得られた成虫の形態

得られた成虫99隻のうち，１０隻について比較的詳細に

観察した。形は概ね紡錘形で，長径5．７－８．４（平均7.1）

mm，短径2.6-4.4（平均3.6)mm，長径／短径比2.23-

1.77（平均1.97）であった。口吸盤（横径521-755,平

均670ｌｕｍ）は腹吸盤（縦径630-810,平均700〃ｍ；横

径670-810,平均724,(ｚｍ）よりやや小さかった。卵巣

はよく分枝した珊瑚状で，体表の皮鰊はどの部位のもの

も単生であった。以上の諸特徴は宮崎肺吸虫の形態に一

致した。また亜成虫についても卵巣，皮練など形態学的

諸特徴は同様であった。以上の所見から，得られたＭｃ

はすべて宮崎肺吸虫のものと同定した。その結果，陽性

51地点のうち成虫で同定し得たのは38地点，また亜成虫

で同定し得たのは６地点で残りの７地点はＭｃで同定し

た（Tableｌ)。

考察

高知県では調査した44市町村（室戸市から土佐清水市

まで）のうち，幡多郡大月町を除く４３市町村のサワガニ

から宮崎肺吸虫Ｍｃを検出した。大月町春遠〔調査地番

号58〕はその周辺の採集地も含めて陰'性であったことよ

り，本虫が分布しないか，分布しているとしても非常に

希薄な地域と考えられる。

本県西部においてはモクズガニにウエステルマン肺吸

虫（三倍体型）のＭｃが見出されているが（宮原,1991)，

サワガニからの報告はない。一方ウエステルマン肺吸虫

(二倍体型）は，四国地方以外の地域ではサワガニから

検出されている。しかし本研究では，得られたＭｃの形

態や，ラットヘの感染実験から得られた虫体の形態から

ウエステルマン肺吸虫（二倍体型）と考えられるものは

見出されなかった。

西田・酒井（1978）は，宮崎肺吸虫の地理的分布に関

する仮説を提唱している。それは，西日本においては中

新世中一後期（1,650-900万年前）以降水没していない

地域には，第１中間宿主Byt/ziMZa属の貝が分布して

いて，かつ宮崎肺吸虫も分布するというものである。こ
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InordertoclarifythedistributioｎｏｆｔｈｅｌｕｎｇＨｕｋｅ，Ｐａｒαgo〃”"ＳｍリaZakjjinKochiPrefecture，a

totalof2,304specimensoffreshwatercrab,Geo/Ｍｐ/ｍｓａｄｅｈαα"j,collectedat63differentlocalitieswere

examinedforthemetacercarialinfection・Asaresultofthesurvey，2,068metacercariaewereobtainedfrom
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